
青森県環境総合プラン
【概要】
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・ 「青森県環境の保全及び創造に関する基本条例」に基づく、本県における環境の保全及び創造に関する施策を

総合的かつ計画的に推進するための計画

・ 「青森県基本計画『青森新時代』への架け橋」の目標実現に向け、環境に関する取組の政策・施策レベルの内容を

総合的かつ体系的に提示

・ 中長期的視点に立っためざす姿と施策の方向性を県民と共有

・ 「環境教育等による環境の保全の取組促進に関する法律」第８条に基づく本県の行動計画

１ 位置付け
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５年間（令和６年度～令和１０年度）

２ 計画期間
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基準年度比 -22.5%

(t-CO
2
)

３ 青森県における環境の現状
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（１）温室効果ガス排出量 （２）ごみ総排出量と１人１日当たりのごみ排出量

・ ごみ総排出量は減少、１人１日当たりのごみ排出量

は1,000g前後で推移

・ 青森県地球温暖化対策推進計画の基準年度比
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中長期的な視点に立って施策を展開していくため、基本計画同様、2040年までに県がめざす姿を掲げる

自然との共生、脱炭素・循環による
持続可能な地域社会の形成

① 暮らしと自然環境が守られている脱炭素社会

② 資源を有効活用し、快適な生活環境が守られている循環型社会

③ 恵み豊かな自然と共生する社会

【めざす社会像】

【基本目標】
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４ ２０４０年のめざす姿



政策Ⅰ カーボンニュートラルに向けた脱炭素社会
の実現

政策Ⅳ 豊かな自然環境、景観、歴史・文化の継承

政策Ⅱ 資源効率の高い循環型社会の実現

政策Ⅲ 安全・安心な生活環境の保全

政策Ⅴ あおもりの環境を守り育てる人財の育成
及び各主体との連携・協働の推進

2040年の「めざす姿」に向けて、５つの政策を柱として施策を展開し、行政、県民、事業者、民間団体等の各主体が

連携・協働して推進

５ めざす姿に向けた５つの政策
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・ 自然との触れあいなど体験型の環境教育推進

・ 各主体との連携・協働による環境配慮行動の促進 など

・ 省エネルギーなどの温室効果ガス排出抑制対策

・ 自然・地域と共生する再生可能エネルギーの活用促進

・ 森林整備などの吸収源対策

・ 気候変動への適応 など

・ 世界自然遺産白神山地や貴重な自然の保全と活用

・ 身近に自然と触れあえる環境の整備

・ 山・川・海をつなぐ健全な水環境の確保 など

・ ごみの減量やリサイクルなどの３Ｒ推進

・ プラスチックごみや食品廃棄物の再生利用など資源

循環の取組推進

・ 廃棄物の適正処理推進 など

・ 大気・水・土壌環境の汚染防止対策 など



６ プランの推進

基本計画の政策点検を活用した取組状況の点検・評価、環境審議会での意見も踏まえた上で、その時点で最も適切と

思われる取組の方向性を見定め、本プランのめざす姿の実現に向けて施策を着実に推進
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取組状況点検・評価

（基本計画の政策点検を活用）

（総合計画審議会環境・社会資本

部会による基本計画環境分野に

関する評価）

各種施策に基づく取組実施

環境審議会からの意見や

外部環境の変化等を踏まえ

次年度以降の施策を検討

報告

環境審議会

（意見）

プラン進行管理のイメージ図

（１）進行管理



６ プランの推進
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政策 主な指標 現状値

政策Ⅰ 温室効果ガス排出量削減率(2013年度比)
R2

(2020)
△22.5％

政策Ⅱ １人１日当たりのごみ排出量
R3

(2021)

1,002g
生活系690g
事業系312g

政策Ⅲ 大気環境基準達成率(光化学オキシダントを除く)
R4

(2022)
100％

政策Ⅳ 白神山地入込者数
R3

(2021)
141,677人
(暦年集計)

政策Ⅴ 環境教育に関連した体験学習を実施した小中学校の割合
R4

(2022)
85.9％

（２）進行管理指標

環境に係る現状や各政策施策の進捗状況等を把握するため、５つの政策に計２８の「進行管理指標」を設定


